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2．リアルタイムRCRシステムQuantStudio 3
QuantStudio 3リアルタイムPCRシステムは，コ

ンパクトで誰にでも簡単に操作ができるように設計

されたシステムである。クラウドベースの「Thermo 

Fisher Cloud」により，Webブラウザからデータに

アクセス，解析を行うことができる。

励起および蛍光フィルターを4枚ずつ搭載し，光

源として高輝度白色LEDを採用しており，ハイス

ループットの装置と同じ蛍光検出系を利用してい

る。そのため高感度検出が可能であり，シングルプ

レックスでは1.5倍差の識別が可能である。またダ

イナミックレンジは10桁を実現している。

ヒートブロックは7500Fastと同様にFast PCRが

可能なFast 96wellを採用している。この機種の特

徴としてVeriFlexグラジエントブロックにより32

ウェル×3分割で温度制御が可能である。これは今

までのグラジエントブロックと異なり，それぞれの

1．はじめに

医学研究支援部門 生物化学系には共同利用機器

としてリアルタイムPCRシステム7500Fast（ライフ

テクノロジーズジャパン）及びマイクロプレート

リーダーARVO MX（パーキンエルマー）が設置さ

れているが，平成30年5月にリアルタイムRCRシ

ステムQuantStudio3（ライフテクノロジーズジャパ

ン），及びマルチ検出モードマイクロプレートリー

ダー Infinit 200 PRO M plex（Tecan Japan）に更新を

行った。

今回導入された機種では測定時間の短縮化や任意

の測定波長が選択可能など，共同利用機器としての

利便性は向上したものとなっている。そこで今回導

入されたリアルタイムPCRシステム及びマイクロ

プレートリーダーについて紹介する。

今回導入された機器は，リサーチセンター2階に

設置されている。
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図 1　QuantStudio3

図 2　Infinit 200 PRO
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ゾーンが独立して制御されているためより正確な温

度制御が可能である。温度条件の異なる複数のプロ

トコールを同時に走らせることが可能であり，これ

により異なるアニーリング温度を持つプライマーの

最適化が容易になった。

またMelt Curve回収が7500Fastでは30分以上か

かっていたのに対し，Quantstdio3ではFastモード

では約5分で終了し，全体のラン時間もFastモード

では約50分で終了することができる（表1）。

3． マイクロプレートリーダー Infinit 200 PRO M plex
Infinit 200 PRO M plexは吸光度，蛍光（上方・下

方），発光を測定できるマルチ検出モードプレート

リーダーであり，6-384ウェルプレートでの測定が

可能である。Infinit 200 PROシリーズはこれまでに

1800件以上の論文引用実績を持つ機種である。

測定方式としてモノメータを採用しており，これ

までのフィルター方式とは異なり任意の波長で測定

が行えるようになった。波長範囲は吸光度で230-

1000 nm，蛍光測定では励起波長が230-850 nm，測

定波長が280-850 nmであり1 nm刻みで調整するこ

とができる。これにより吸光スペクトルや蛍光の励

起・測定波長のスキャンも可能であり，いつでも

アッセイの最適化が行える。

オプションとしてNanoQuant plateとTe-Injectモ

ジュールが設置されている。NanoQuant plateはわ

ずか2 ulで核酸またはタンパク質を最大16サンプ

ル同時定量できるプレートである。Te-Injectモ

ジュールは2本のインジェクターにより試薬を分注

しながら測定が行うことができ，ルシフェラーゼ

アッセイ・レポーターアッセイ・Ca2＋イオンアッ

セイなどが可能である。

Infinit 200 PRO M plexを用いて測定することがで

きるアプリケーションを表2に示した。

4．まとめ 
今回新たにリアルタイムPCRシステムとマイク

ロプレートリーダーが導入された。これまでは，リ

アルタイムPCRでは測定時間が長く使用の間で待

ち時間が生じてしまっていたこと，マイクロプレー

トリーダーでは測定に対応するフィルターを所持し

ていないため利用者のニーズに十分応えられない場

面も見受けられた。今回の機器導入により，リアル

タイムPCRでは測定時間の短縮，マイクロプレー

トリーダーでは任意の波長での測定が可能となった

ことで利用の幅が広がった。そのため，学内の幅広

い利用が望まれるところである。
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